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１．公開講座
　『育てて食べようおいしい夏野菜−家庭菜園のツボ2016−』
　
　フィールド科学センター内の畑約20㎡を１区画として受講生に割り当て，ナス，トマト，ピーマンのほか
エダマメ，インゲンマメなどの夏野菜の育て方を指導した。原則として毎週水曜日の午後に講義または大学院・
学部学生による畑での栽培指導を行った。平日の日中のみ入構可能として講義日以外にも収穫や除草などの
管理作業を行うよう指導した。いずれの参加者も熱心で，暑い中で熱心に作物の栽培管理に取り組み，自己
流で行ってきた家庭菜園よりできがよいと好評であった。
受講対象者：家庭菜園に興味のある一般市民　34 名
担当教員：吉田
技術職員：宮地・谷岡・出江
実施場所：岡山農場　南３号圃場
実施日　　４月８日～９月９日（毎週水曜日，4月30日，5月7日のみ木曜日）
　　　４月13日（14時開講） 野菜栽培の基礎，葉菜類・マメ類の播種・定植
　　　４月20日（14時開講）  果菜類の着果習性，スイートコーン・トマト定植
　　　４月27日（14時開講） 肥料の種類と与え方，マメ類・ナス・ピーマンの定植
　　　５月６日（金曜日） ホウレンソウ・コマツナ・葉ダイコンの間引き
　　　５月11日 果菜類の整枝・誘引
　　　５月18日～８月24日 果菜類の整枝・誘引・栽培管理・収穫
　　　８月31日（14 時開講） 秋野菜の作り方
　　　９月７日 あと片付け
２．ジュニア公開講座
　『秋の果物の色づきやおいしさを科学する』
　 秋が旬の果物，ブドウ，カキ，キウイフルーツを用いて，おいしさと関係する色づきや風味の多様性を知
るとともに，渋抜きや果実を軟らかくする方法を学んで，おいしく食べるコツを体得してもらう講座を開催
した。最後に，興味をもったことについて発表を行い，修了証を授与した。全ての回に参加できることを条
件としたため，受講者は少なかったが，受講した子供たちとその保護者は，ブドウの色づきと甘さの関係や
カキの渋味の抜き方など，そのメカニズムと方法が知れて，好評であった。
受　講　生：小学生６名とその保護者
担当教員：福田
実施場所：岡山農場　果樹園
実施日
　　　　第１回　10月１日㈯　ブドウが持つ多様性を知ろう
　　　　第２回　10月29日㈯　渋カキの渋さって何
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　　　　第３回　11月12日㈯　キウイフルーツをおいしく食べるには
　　　　第４回　11月26日㈯　果物知識のまとめ・感想発表会・修了式
３．FSセンター講演・講習会
　本年度は，センター内外の受講者の安全衛生意識の向上を目的として【熱中症予防対策】に関する講習会
を開催した。夏季の事故防止に備える正しい知識を得ることが出来た。
　１．熱中症の予防対策講習会
　　　日　時：平成28年７月１日（金）14:30 ～ 15:30
　　　場　所：フィールド科学センター実習室
　　　講　師：保健管理センター内科医　谷口　暁彦　氏
